
ハワイ州概要

政 治 ・ 安全保障 経 済 日本との関係

令和8年8月現在
在ホノルル総領事館

【要人来訪】
2026年 1月 堀井外務副大臣
2026年 1月 小泉防衛大臣
2026年 2月 尾上総理補佐官

（安保・核軍縮・不拡散問題担当）

【文化、広報関係】
オアフ島のハワイ日本文化センターやハワイ島のハワ
イ日本センター等では、日本人移民の歴史を展示。
ハワイ大学マノア校には日本研究センター及び沖縄
研究センターがある。

【日本人学校・日本語補習校】
日本語補習校１校（ホノルル）

【姉妹・友好関係】
１．州との姉妹・友好関係
福岡県、沖縄県、広島県、愛媛県、北海道、山口県、
岡山県、山形県

２．市・郡との姉妹・友好関係  
＜ホノルル市・郡＞ 広島市（広島）、那覇市（沖縄）、

  宇和島市（愛媛）、長岡市（新潟）、茅ヶ崎市（神奈川）、
  境町（茨城）、宇佐市（大分）、国頭郡金武町（沖縄）、
  白浜町（和歌山）、三浦市（神奈川）、江戸川区（東京）、
  渋谷区（東京）、山口市（山口）、庄内町（山形）
＜ハワイ郡＞ 大島町（東京）、名護市（沖縄）、

  湯梨浜町（鳥取）、渋川市（群馬）、洲本市（兵庫）、
  久米島町（沖縄）、廿日市市（広島県）
＜マウイ郡＞ 八丈町（東京）、宮古島市（沖縄）、
   福山市（広島）、東松島市（宮城）
＜カウアイ郡＞ 周防大島町（山口）、守山市（滋賀）、

  石垣市（沖縄）、いわき市（福島）、美作市（岡山）、
     鶴岡市（山形）

【州経済】
１．主要産業：観光業、不動産業、建設業
・観光関連業に携わる就労人口は、18.6 ％（2024年）
・新型コロナの影響から回復傾向にある。
・2025年は、米国本土から約742万人、日本から約73万
人（海外1位）、カナダから約39万人（海外2位）がハワイを
訪問した。
２．GDP：1156.2億ドル（2024年。対前年比+4.9%）
３．１人当たり個人所得：79,955ドル（2024年）
４．失業率：2.6％（2026年6月。全米第3位タイの低さ。）
５．輸出額：4.6億ドル（2024年）
６．輸出品目：民間航空機（エンジン、部品等）、農産品
（マカダミアナッツ、カカオ、パパイヤ、コーヒー等）、水産物
（エビ等）
７．輸出相手国（2024年）：日本（18.2%）、ニュージーラン
ド（12.4%）、 韓国（11.5%）、インド（10.1%）

【対日経済】
１．対日輸出額：8,422万ドル（2024年、第1位）
２．主要輸出品目：飲料水、加工食品、農産品
３．日系企業の進出状況：約200拠点（2024年）

【観光】
１．新型コロナの影響により激減した日本人渡航者数は
緩やかに回復している。 

（日本人渡航者数）
2019年・・・約158万人（過去最高値）
2022年・・・約19万人（2019年比 約12%）
2023年・・・約57万人（2019年比 約36%）
2024年・・・約71万人（2019年比 約45%）

2025年・・・約73万人（2019年比 約46%）
２．2025年2月10日、総領事館と州政府間の「入国手続
円滑化に関する行動計画」に署名。

【運輸】 2023年6月30日、ホノルル市・郡の鉄道システム
「スカイライン」が、一部区間（イースト・カポレイからアロ
ハスタジアムまでの19駅）において開業。米国初の自動
運転システムを採用。2025年10月16日、ダニエル・Kイノ
ウエ空港を含む第二区間（追加4駅）が開業。

【州政治】
１．知事：ジョッシュ・グリーン（Josh Green）（民主党）

2022年12月就任、1期目。ニューヨーク出身、医師。
  副知事時代に新型コロナ対応で知名度を高め、2022年  

11月の選挙で当選。これまでに5度訪日。
２．議会構成：
上院25議席（民主党22 共和党3）
下院51議席（民主党41 共和党10）
３．内政状況：
・1954年選挙での民主党大勝以降、ハワイ州は「ブルー・
ステート」と称され、民主党が圧倒的に優勢。
・参議院、衆議院にそれぞれ自民党日・ハワイ友好議連が
組織され、州知事、州議会議員等と相互交流を実施。

【連邦政治】
１．2024年大統領選：ハリス59.9% トランプ37.1%

２．連邦上院議員（議席数2）
 ・メイジー・ヒロノ（Mazie Hirono）（民）2013年1月就任、

3期目。元連邦下院議員(2007年1月-2013年1月)。
日本生まれ。初のアジア系女性の連邦上院議員。
 令和3年秋の外国人叙勲で旭日重光章受章。
 ・ブライアン・シャッツ（Brian Schatz）（民）2012年12月
就任（故ダニエル・K・イノウエ議員の議席を後継）、       
3期目。
３．連邦下院議員（議席数2）
 ・エド・ケース（Ed Case）（民）2019年1月就任、通算    

6期目。元連邦下院議員（2002年11月-2007年3月）。
・ジル・トクダ（Jill Tokuda）（民）2023年1月就任、2期
  目。日系4世。

面積：16,634 ㎢ （東京都の約7.6倍）（全米47位）
人口：1,446,146人 （全米40位）（2024年国勢調査局）

人種別割合：白人44.3%、フィリピン系25.7%、ハワイ先住
民系22.4%、日系22.2%、中国系15.4%、黒人・アフリカ系
3.7%、韓国系3.7% 注：複数の人種に属しているとの回答を含む。
（2024年ハワイ州データブック掲載データより算出）

州都：Honolulu 愛称：The Aloha State

【在留邦人数】
約26,000人（2025年10月時点）
【日系人】
1868年（明治元年）に最初の日本人移民が到着。
約32万人、州人口の22.2％（2024年時点）。

【安全保障】
・在日米軍を含め、米西海岸からインド洋までを管轄す
るインド太平洋軍司令部が、キャンプ・スミスに所在。司
令官はパパロ海軍大将。同司令部の下に、陸、海、空、
海兵隊の各軍司令部が設置。
・パールハーバーにて隔年で行われる世界最大規模の
合同演習RIMPACをはじめ、陸海空自衛隊との合同演
習や会議が多数行われている。
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